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言
語
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
条
件

1
外
国
語
習
得
に
お
け
る
方
法
論
を
中
心
と
し
て
一

佐

々

木

行

雄

一
、
序
　
　
論

外
国
語
と
し
て
の
言
語
習
得
に
お
け
る
方
法
誕
に
関
し
て
・
現
在
二
つ
の
対
立

し
た
立
場
が
あ
る
。
一
方
は
、
母
国
語
（
L
）
と
習
得
目
標
で
あ
る
外
国
語
（
し
）

が
構
造
上
異
な
る
場
合
、
し
が
』
の
習
得
に
干
瀕
す
る
と
い
う
仮
説
に
基
・
つ
き
・

両
言
語
の
対
照
分
析
（
8
暮
轟
ω
旧
く
①
睾
巴
蜜
ω
♂
）
を
お
こ
な
い
、
し
の
学
習
者

が
征
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
材
を
整
備
し
、
そ
れ
を
練
習
（
「
口
頭
教
授
麗
」

に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
訓
練
方
法
）
に
よ
っ
て
習
得
さ
せ
る
方
法
論
で
あ

る
。
他
方
は
、
島
と
均
の
習
得
は
類
似
し
た
過
程
を
経
る
の
で
あ
っ
て
（
h
－
L
」
、

干
渉
は
習
得
過
程
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
こ
と
は
な
い
と
い
う
仮
説
に
基
づ
き
、

対
照
分
析
を
否
定
し
、
構
造
ド
リ
ル
δ
樗
善
言
轟
一
ユ
ユ
＝
ω
）
を
排
し
て
、
こ
れ

に
代
る
方
法
論
を
提
案
し
よ
う
と
し
て
い
る
立
場
で
あ
る
。
以
下
、
記
述
を
簡
潔

に
す
る
た
め
に
、
前
者
を
A
案
、
後
者
を
B
案
と
し
て
論
を
進
め
た
い
。

　
周
知
の
と
お
り
、
A
案
は
行
動
主
義
（
げ
①
蒼
く
一
〇
二
ω
言
）
と
構
造
言
語
学
（
ω
汀
口
守

け
二
円
帥
一
　
＝
昌
α
q
‘
一
。
。
島
6
。
・
）
　
に
代
表
さ
れ
る
経
験
説
に
基
づ
く
立
場
で
あ
っ
て
、
言

語
行
為
を
習
慣
の
集
合
（
鎚
　
ω
①
酔
　
O
h
　
ぴ
鋤
げ
凶
件
ω
）
と
み
な
し
、
模
倣
、
練
習
、
強
化
、

　
　
　
言
語
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
条
件

般
化
な
ど
に
よ
っ
て
言
語
習
得
が
促
進
す
る
と
す
る
仮
説
で
あ
る
。

C
、
フ
リ
ー
ズ
は
こ
れ
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
↓
〇
二
ω
①
o
謬
①
ミ
一
9
＝
臣
q
‘
9
『
q
①
0
5
①
ヨ
＝
ロ
ロ
梓
α
o
＜
①
一
〇
唱
9
＝
①
≦
u
。
①
け
。
｛
7
9
げ
一
ヨ
’

＞
a
冨
げ
冨
。
き
9
ζ
げ
①
号
く
。
一
ε
巴
ξ
月
回
ユ
。
①
ゆ
）

　
こ
の
原
理
に
基
づ
い
て
、
彼
は
目
標
言
語
を
完
全
に
習
得
す
る
た
め
の
最
も
能
，

率
的
な
方
法
と
し
て
「
口
頭
教
授
法
」
を
提
唱
し
た
の
で
あ
っ
た
。
次
に
、
　
「
対

立
」
（
O
O
冨
け
『
餌
匂
。
酔
）
と
い
う
概
念
は
構
造
主
義
言
語
観
の
根
底
に
あ
る
重
要
な
考
え

方
で
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
ズ
は

：
・
9
一
＝
訂
獣
7
q
三
h
羅
三
三
茸
①
『
ω
。
＝
睾
，
自
話
7
q
①
弩
①
｛
①
暮
霞
。
。
。
『
8
三
轟
。
。
随

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
言
語
は
文
法
構
造
、
音
組
織
、
そ
し
て
意
味
の
面

三
七



　
　
　
　
言
語
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
条
件

に
お
い
て
互
い
に
対
立
を
な
す
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
教
材
の
選
択
及
び
配
列

方
法
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
ρ
フ
リ
ー
ズ
は
こ
れ
を
外
国
語
習
得
に
適
用

し
、
　
「
大
人
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
国
語
が
母
国
語
と
同
じ
よ
う
に
働
く
よ
う
に

な
る
．
こ
と
は
、
恐
ら
く
、
決
し
て
な
い
で
あ
ろ
う
。
初
め
は
、
学
習
者
の
学
ぼ
う

と
し
て
い
る
新
し
い
国
語
の
言
語
記
号
と
実
際
の
経
験
と
の
間
に
、
．
彼
の
母
国
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
言
語
記
号
が
介
在
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
避
け
難
い
こ
と
で
あ
る
。
」
と
し
て
、

最
も
能
率
的
な
教
材
は
、
し
と
し
の
科
学
的
記
述
と
綿
密
な
比
較
に
基
づ
く
教
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
A
案
に
お
け
る
以
上
の
よ
う
な
方
法
論
は
、
フ
リ
ー
ズ
．
の
名
著
『
外
国
語
と
し
て

て
の
英
語
の
教
授
と
学
躍
』
の
出
版
を
発
端
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
ま
で

．
支
配
的
で
あ
っ
た
．
。

　
A
案
に
対
す
る
B
案
は
、
認
知
心
理
学
（
8
α
q
三
二
く
①
窃
閤
ぎ
一
〇
σ
q
図
Y
と
変
形

生
成
文
法
（
育
雪
。
。
♂
弓
目
m
慧
0
5
巴
α
q
窪
①
轟
自
く
①
σ
q
富
ヨ
目
鷲
）
に
代
表
さ
れ
る
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

得
説
の
立
場
で
あ
っ
て
、
N
・
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
著
『
統
合
構
造
』
、
の
出
現
を
契
機

と
し
て
、
近
年
に
わ
か
に
ク
ロ
；
ズ
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

は
彼
の
言
語
理
論
を
認
知
心
理
学
の
下
位
分
野
に
位
置
づ
け
、
デ
カ
ル
ト
の
流
れ

を
く
む
生
得
説
の
立
場
か
樋
、
構
造
言
語
学
を
真
向
か
ら
批
判
し
た
。
彼
は
言
語

を
規
則
の
集
合
（
9
。
。
9
0
h
叫
三
①
ω
）
と
み
な
し
、
経
験
説
に
対
立
す
る
立
場
を

と
っ
た
。
従
っ
て
、
彼
は
言
語
に
お
け
る
対
立
の
概
念
を
否
定
し
、
人
間
の
生
得

的
言
語
能
力
（
一
三
門
ぎ
巴
。
8
ヨ
唱
①
8
ロ
富
）
を
文
法
の
記
述
目
標
と
し
て
、
言
語

の
も
つ
普
遍
性
と
創
造
性
を
強
調
し
た
。
彼
の
文
法
記
述
に
お
い
て
重
要
な
こ
と

は
、
第
一
に
、
言
語
能
力
（
O
O
冨
眉
①
e
①
”
O
①
）
と
言
語
運
用
（
o
霞
｛
自
ヨ
雪
6
①
）
の

分
離
で
あ
り
、
第
二
に
、
表
面
構
造
（
。
・
自
｛
雪
。
。
・
育
ロ
。
窪
弓
①
）
に
対
す
る
深
層
構

造
盆
§
窪
．
葺
①
）
の
設
定
で
あ
っ
地
。
■
－
．

　
更
に
、
B
案
を
支
持
す
る
仮
設
と
し
て
、
複
雑
な
言
語
行
為
は
、
人
間
の
神
経

組
織
の
構
造
と
機
能
の
特
徴
に
依
存
す
る
と
す
る
E
・
レ
ネ
バ
ー
グ
の
提
案
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
亜

る
。
彼
は
「
人
間
の
認
知
は
、
生
物
学
的
に
与
え
ら
れ
た
範
囲
内
で
働
く
。
」
と
主

張
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
原
理
を
ふ
ま
え
た
し
と
し
の
習
得
に
対
す
る
方
法
論
は
．
学
習
望
め

生
得
的
言
語
能
力
に
依
存
し
た
も
の
、
と
い
う
・
と
に
つ
吃
が
、
H
．
ダ
雪

と
M
・
バ
ー
ト
は
次
の
よ
う
に
具
体
的
な
主
張
を
し
て
い
る
。

（
一
）
．
↓
冨
一
導
磐
畠
①
一
①
胃
ぎ
円
9
の
器
器
①
。
。
9
弩
o
o
5
。
　
ξ
で
①
o
頃
一
言
m
け
。

　
目
。
暮
巴
。
嶺
二
一
N
9
二
8
竃
7
剛
島
§
ロ
器
。
・
7
巨
ε
ロ
。
・
①
鋤
＝
ヨ
＝
巴
6
一
器
u
，

　
。
h
．
肩
。
8
器
言
。
q
。
。
胃
馨
£
一
。
。
。
ε
肩
。
含
＄
唱
馨
㊤
器
。
。
ω
駒
5
9
一
層
昌
・
q
昌
”
σ
q
①
・

（
“
。
）
、
ピ
導
讐
9
σ
q
①
♂
零
三
＝
α
q
唱
『
0
8
巴
。
。
ξ
笹
①
一
①
9
∋
①
『
．
切
　
①
×
㊤
。
一
。
。
o
o
暁

　
　
昏
。
。
。
①
肩
8
霧
ω
断
贔
ω
寄
g
①
σ
。
繭
窃
貯
窪
①
｛
。
彗
。
｛
＝
品
‘
繭
巴
6
　
『
巳
。
ω

　
　
≦
臣
島
冨
∞
q
憎
三
舞
ξ
巴
甘
。
n
駐
器
『
①
o
渥
鋤
巳
N
①
ω
目
。
奉
。
粘
窪
①
冨
7

　
　
二
〇
巳
鴛
一
睾
o
q
岳
①
q
①
ザ
①
冨
餌
『
ゆ
・

（
ω
）
↓
＝
。
。
驚
8
①
駐
罰
ω
，
q
偶
凱
①
鮎
ぎ
r
9
8
巳
ω
三
8
ξ
け
7
①
B
『
二
6
‘
一
9
噌

　
隔
。
『
目
。
｛
睾
①
r
塁
ω
8
登
嘗
畠
一
5
『
6
8
巳
。
陰
一
悪
8
ξ
爵
①
づ
胃
二
〇
午

　
　
一
9
『
｛
O
『
ヨ
O
｛
昏
①
［
悼
ω
閑
ω
ε
目
●

　
B
案
に
そ
っ
た
方
法
論
に
関
し
て
は
、
い
て
つ
か
の
提
案
が
な
さ
れ
て
お
り
、

後
程
そ
の
一
部
を
く
わ
し
ぐ
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
A
案
に
比
べ
て
い
ず
れ

も
断
片
的
且
未
熟
で
あ
り
、
児
劣
り
の
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
本
的
理
由
は

、
次
の
二
点
に
要
約
で
き
る
。
第
一
に
、
B
案
を
支
え
る
原
理
（
言
話
学
及
甜
沁
理

学
）
の
未
熟
さ
と
流
動
性
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
の
原
理
の
抽
象
性
で
あ
る
。

　
以
上
、
原
理
と
し
て
の
言
語
学
、
心
理
学
及
び
そ
の
原
理
に
基
づ
い
た
方
法
論

に
つ
い
て
、
A
案
と
B
案
を
対
比
し
な
が
ら
要
点
を
略
述
し
た
。
最
近
、
A
案
を

批
判
な
い
し
は
否
定
し
て
、
B
案
を
支
持
す
る
論
文
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
L
習
得



に
関
し
て
、
果
し
て
A
案
は
否
定
さ
れ
、
B
案
が
こ
れ
に
代
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
A
案
と
B
案
は
対
立
し
、
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
次
節

に
お
い
て
、
し
の
習
得
過
程
と
方
法
論
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
特
に
A
案
に
対
立
し

て
提
案
さ
れ
た
B
案
の
諸
説
を
検
討
し
な
が
ら
、
L
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て

十
分
な
る
条
件
を
追
求
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二
、
L
，
の
習
得
過
程
と
方
法
論
一
疑
問
と
批
判

　
L
．
ジ
ャ
コ
ボ
ビ
ッ
ツ
は
子
供
の
瓦
習
得
の
過
程
に
ふ
れ
、

の
習
得
過
程
を
否
定
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

A
案
に
お
け
る
恥

　
℃
彗
”
6
二
。
①
窪
8
胃
三
①
巴
ω
8
ヨ
。
唱
8
。
・
崔
。
ξ
唱
。
ひ
。
ω
①
ω
9
ぎ
三
一
9
冨
碧
お
①

9
B
三
。
，
鰍
二
。
5
”
。
コ
①
♂
二
士
茎
雪
子
。
。
7
ま
一
ω
。
毎
。
器
畠
8
伽
ぎ
く
巴
“
q
『
§
’

舞
け
剛
。
m
＝
。
彗
7
①
ぎ
凶
§
①
。
・
三
穿
。
。
葺
霞
『
9
輿
ξ
唱
弓
9
巳
。
ぎ
α
q
　
薮
。
・

き
く
。
＝
o
『
芦
ゴ
。
．
、
ω
富
ヨ
窃
一
二
孔
．
↓
訂
㊦
く
置
①
琴
。
白
雲
『
三
①
一
己
8
舞
①
¢
9
舞
げ
9
7

ξ
℃
g
7
・
器
・
9
『
①
琶
。
・
①
●
…
。
蕊
§
§
ミ
§
亀
δ
§
ミ
§
§
§
鼠
ミ
「

鴇
ミ
§
g
§
嵩
ご
ミ
霧
§
悼
⑪
“
』
o
建
ミ
§
霧
§
軸
滝
。
ミ
ミ
．
．
§
艦
§
き
．
．
勘

讐
§
§
§
ミ
誉
§
§
こ
・
§
；
、
§
昼
詳
蕊
物
・
§
ユ
。
馬
一
塁
ミ
㍗

犠
㊦
醤
①
儀
轄
ぽ
偽
。
§
物
℃
。
δ
智
§
舘
§
・
§
§
言
＝
。
。
・
§
毒
言

O
＝
鳴
5
9
ご
・

　
彼
は
ま
た
、
子
供
が
大
人
の
文
を
模
倣
す
る
場
合
、
誤
っ
た
文
の
繰
返
し
に
お

わ
り
、
子
供
が
大
人
か
ら
新
し
い
文
法
形
式
を
習
得
す
る
の
は
一
〇
％
に
す
ぎ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ね

い
と
す
る
レ
ネ
バ
ー
グ
の
実
験
結
果
を
引
用
し
て
い
る
。

　
た
し
か
に
、
大
人
が
新
し
い
文
法
形
式
を
子
供
に
教
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
子

供
の
頭
脳
に
そ
の
文
法
形
式
が
規
則
（
『
三
①
ω
）
と
し
て
存
在
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、

そ
れ
を
直
ち
に
、
そ
の
ま
ま
繰
返
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
ま
れ
で
あ
る

言
語
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
条
件

と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
子
供
が
（
た
と
え
完
全
な
も
の
で
な
く
て
も
）

模
倣
し
よ
う
と
し
て
発
話
し
、
そ
れ
が
正
確
な
繰
返
し
に
か
な
り
近
い
と
い
う
事

実
は
、
レ
ネ
バ
ー
グ
の
実
験
か
ら
も
明
か
で
あ
り
、
従
っ
て
、
彼
の
主
張
す
る
と

こ
ろ
が
言
語
習
得
に
お
け
る
模
倣
と
い
う
行
為
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
決

し
て
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
か
り
に
模
倣
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
る
部
分

が
一
〇
％
で
あ
る
と
い
う
証
拠
が
正
し
い
と
し
て
も
、
模
倣
と
い
う
言
語
行
為
が

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
新
し
い
文
法
形
式
が
学
習
者

の
頭
脳
に
存
在
し
て
い
な
い
限
り
、
言
語
習
得
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

A
案
で
提
案
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
し
習
得
に
お
け
る
訓
練
が
不
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
子
供
の
言
語
習
得
を
自
然
状
態
に
し
て
お

く
場
合
と
、
大
人
（
あ
る
い
は
他
の
子
供
）
が
そ
の
子
供
の
誤
膠
を
指
摘
し
、
意

識
的
に
修
正
、
強
化
す
る
場
合
と
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
場
合
が
前
者
に
比
べ

て
は
る
か
に
言
語
習
得
の
促
進
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
従
っ
て
、
A
案
の
仮
説
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
す
る
シ
ャ
コ
ボ
ビ
ッ
ツ
の

批
判
は
極
め
て
疑
わ
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
B
案
の
提
唱
者
か
ら
は
、
訓
練
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
方
法
1
つ
ま
り
「
口
頭
教
授
法
」
を
代
表
と
す
る

A
案
の
方
法
論
に
問
題
が
あ
る
、
と
い
う
反
論
が
で
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点

は
後
程
く
わ
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
次
に
「
干
渉
」
と
い
う
概
念
は
、
A
案
に
お
け
る
し
の
方
法
論
に
関
連
し
て
、

極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
干
渉
の
存
在
を
認
め
る
と
い

う
前
提
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
対
照
分
析
に
基
づ
く
教
材
編
成
、
及
び
教
授
法
と

い
う
二
つ
の
方
法
論
の
存
在
理
由
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
来
、

対
照
分
析
は
』
習
得
の
主
要
な
役
割
を
果
す
も
の
と
し
て
広
く
支
持
さ
れ
て
き
た

が
、
B
案
の
提
唱
以
後
は
、
誤
膠
分
析
（
①
霞
。
『
m
舜
ζ
ω
凶
ω
）
の
立
場
か
ら
き
び

し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
批

判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
照
分
析
が
、
理
論
的
に
も
実
際
的
に
も
、
否
定
さ
れ
て

三
九



　
　
　
　
言
語
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
条
件

し
ま
っ
た
と
み
る
の
は
当
を
得
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
点
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
ジ
ャ
コ
ボ
ビ
ッ
ツ
は
前
掲
書
（
注
（
1
6
）
）
の
中
で
移
転
（
け
轟
島
｛
霞
）
の
問
題

に
ふ
れ
、
新
し
い
学
習
形
態
は
す
で
に
学
習
さ
れ
た
も
の
と
独
立
的
に
進
む
こ
と

は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
課
題
（
け
器
『
）
B
に
お
け
る
あ
る
特
定
の
明
確
な
要
素

（
。
零
雷
言
。
n
喝
o
o
一
華
6
9
逆
比
傷
①
三
強
9
三
Φ
①
♂
ヨ
。
耳
。
・
）
が
課
題
A
の
同
様
な

要
素
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
り
、
妨
げ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
8
）

（
旨
ぎ
。
尋
＝
）
、
と
述
べ
て
い
る
。
移
転
と
い
う
概
念
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な

く
、
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
何
ら
干
渉
の
存
在
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。

　
次
に
、
ニ
ュ
；
マ
ー
ク
と
ラ
イ
ベ
ル
は
、
干
渉
と
い
う
問
題
は
無
知
（
茜
鵠
守

『
碧
。
①
）
と
い
う
問
題
に
還
元
で
き
る
と
し
、
そ
の
解
決
方
法
は
、
目
標
言
語
を
よ

り
多
く
訓
練
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
干
渉
を
克
服
す
る
た
め
に
両
言
語
の
対
照
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

を
組
織
的
に
訓
練
す
る
こ
と
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。
B
・
テ
イ
ラ
ー
も

彼
ら
の
主
張
を
支
持
し
、
L
は
単
に
干
渉
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
　
（
。
σ
q
窪
電
碧
霞

。
＝
三
①
臨
霞
①
琴
。
）
と
か
、
克
服
さ
れ
る
べ
き
体
系
で
は
な
く
、
照
合
点
（
冨
や

二
部
6
㊦
で
。
幽
三
）
－
つ
ま
り
、
学
生
が
』
で
何
か
を
話
そ
う
と
す
る
と
き
、
し
に

対
し
て
言
語
的
に
無
知
で
あ
る
場
合
、
使
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
言
語
的
体
系
で
あ

　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
、
と
し
て
い
る
。

　
思
う
に
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
実
際
に
干
渉
と
し
て
認
め
ざ
る
を
え
な
い
事
実

を
理
論
的
に
す
り
か
え
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
干
渉
の
意
義
を
弱
め
る
根
拠
に
は
少

し
も
な
っ
て
い
な
い
。

　
次
に
、
一
．
見
か
な
り
説
得
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
干
渉
を
容
態
分
析

か
ら
み
た
H
・
ダ
レ
ー
と
M
・
バ
ー
ト
の
主
張
が
あ
る
つ
彼
ら
は
対
照
分
析
の
仮

説
と
そ
れ
に
対
立
す
る
し
1
1
し
の
仮
説
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
レ
ベ
ル
（
鷲
＆
琴
け

一
⑦
＜
。
一
）
1
実
際
に
起
っ
た
誤
膠
を
記
述
す
る
レ
ベ
ル
ー
と
過
程
レ
ベ
ル
　
（
窮
守

四
〇

。
。
二
一
①
く
①
一
）
一
生
産
レ
ベ
ル
を
説
明
す
る
理
論
的
仮
説
1
が
あ
る
と
し
、
前
者

の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
の
み
、
恥
の
誤
膠
の
中
の
一
部
が
し
の
構
造
を
反
映
し
て
は

い
る
が
、
し
の
大
部
分
は
レ
の
構
造
を
反
映
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
対
照
分
析

に
お
け
る
過
程
レ
ベ
ル
の
仮
説
を
正
当
化
す
る
に
十
分
な
も
の
で
は
な
い
、
と
述

べ
て
い
麺
。
こ
の
よ
う
な
主
張
の
根
拠
と
し
て
、
彼
ら
は
し
2
の
学
習
者
が
実
際
に

お
か
し
た
蔓
立
を
分
析
し
た
結
果
、
し
に
起
因
す
る
と
推
定
さ
れ
る
誤
診
は
比
較

的
少
な
く
、
そ
れ
ら
の
誤
膠
も
過
剰
般
化
（
o
く
Φ
嶺
①
昌
㊤
漫
画
N
暮
一
§
）
、
と
い
う
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
2
）

念
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
と
し
て
い
る
・

　
以
上
の
主
張
は
三
つ
の
点
で
極
め
て
疑
わ
し
い
。
第
一
に
、
し
1
1
し
の
仮
説
に

お
け
る
過
程
レ
ベ
ル
で
は
、
明
ら
か
に
干
渉
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
誤
膠

を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
ら
は
こ
の
弱
点
を
認
め
て
、
今
後
の
研
究
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

待
つ
外
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
第
二
に
、
彼
ら
も
自
認
し
て
い
る
よ
う
に
、
誤

膠
分
析
の
資
料
が
極
め
て
部
分
的
で
あ
っ
て
、
分
析
が
抱
寝
的
に
な
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
上
、
後
程
ふ
れ
る
よ
う
に
、
誤
膠
分
析
は
学
習
者
の
運
用
面
（
箕
。
曾
？

ユ
。
ロ
）
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
問
題
が
あ
る
。
第
三
に
、
干
渉

に
よ
っ
て
起
る
と
思
わ
れ
る
夏
島
を
「
過
剰
般
化
」
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
4
）

た
こ
と
で
あ
る
。
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
説
明
を
か
り
る
ま
で
も
な
く
、
「
般
化
」
は
A

案
を
支
持
す
る
重
要
な
概
念
の
一
つ
で
あ
る
が
、
B
案
を
支
持
す
る
た
め
に
使
用

す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
し
て
、
干
渉
と
い
う
概
念
の
重
要
な
意
義
は
、
理
論
的

に
も
実
際
的
に
も
、
決
し
て
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
ば
か
り
か
、
逆
に
干
渉

の
存
在
を
積
極
的
に
支
持
す
る
提
案
が
あ
る
。
J
・
シ
ャ
ハ
タ
は
「
誤
膠
分
析
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

誤
り
」
と
い
う
最
近
の
論
文
め
中
で
、
誤
膠
分
析
の
仮
説
の
一
つ
は
、
目
標
言
語

の
因
難
点
が
運
用
面
に
お
け
る
誤
膠
と
し
て
生
ず
為
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
方
法
に
は
極
め
て
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
、
関
係
節
の
テ
ス
ト
結
果
に
基

づ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
学
習
者
が
目
標
言
語
の
あ
る
構
造



造
の
理
解
が
困
難
な
場
合
、
そ
の
構
造
を
表
現
す
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
る
と
同
時
に
、
彼
の
テ
ス
ト
結
果
か
ら
、
干
渉
の
存

在
と
そ
の
意
義
を
強
調
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
干
渉
と
対
照
分
析
の
意
義
を
依
然
と
し
て
認
め
ざ
る
を
え
な
い

と
す
れ
ば
、
A
案
に
お
け
る
方
法
論
は
ど
の
よ
う
に
支
持
さ
れ
、
正
当
化
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
と
ラ
イ
ベ
ル
の
L
習
得
に
関
す
る
主
要
な
論
点
は
、
恥
の
習
得

過
程
が
し
の
そ
れ
と
本
質
的
に
同
じ
で
あ
る
と
い
う
仮
説
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ

う
に
必
要
に
し
て
十
分
な
る
．
条
件
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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げ
①
＝
①
＜
①
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3

ミ
ぎ
8
§
悼
§
6
題
。
こ
Ω
謎
§
。
q
㊦
竃
①
ミ
①
§
腎
、
ミ
、
ミ
蕊
§
9
ミ
蔑
ミ
』
ミ
§

唱
9
『
頴
6
§
ご
『
Ω
o
ぴ
舘
笥
馬
謎
一
二
邸
、
9
§
頓
§
O
磯
衛
。
憶
◎
恥
㊦
、
邸
O
登
G
◎
、
璽
↓
⑪
執
δ
、
o
『
O
⑪
9
卜
。
3

彼
ら
は
、
A
案
に
お
け
る
方
法
論
は
、
日
、
言
語
は
、

　
　
　
　
言
語
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
．
条
件
．

（
構
造
ド
リ
ル
に
暗
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
）
用
法
と
切
り
離
し
て
構
造
が
教
え
ら
れ
る
と
き
に
最
も
効

果
的
に
教
え
ら
れ
、
口
、
学
生
の
た
め
の
言
語
材
料
の
組
織
化
に
は
、
目
標
言
語

と
学
習
者
の
言
語
の
構
造
比
較
が
命
ず
る
体
系
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

い
う
前
提
に
従
う
も
の
だ
と
批
判
し
、
場
面
（
巴
ε
餌
二
〇
昌
）
に
基
づ
い
て
配
列
さ

れ
た
教
材
を
、
学
習
者
が
観
察
、
練
習
す
る
こ
と
が
し
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
9
）

て
十
分
な
る
条
件
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
と
ラ
イ
ベ
ル
は
行
動
主
義
に
基
づ
く
構
造
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ

（
ω
二
二
g
三
巴
昌
鷲
8
。
7
）
「
を
批
判
し
、
明
か
に
認
知
心
理
学
に
そ
っ
た
文
脈
的

ア
プ
ロ
ー
チ
（
ω
ぎ
僧
鉱
8
巴
書
育
8
魯
）
を
提
唱
し
た
が
、
そ
れ
は
正
に
、
プ

リ
ー
ズ
な
ど
が
繰
返
し
強
調
し
て
い
る
方
法
論
の
一
部
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
も

の
で
あ
り
、
し
か
も
、
単
な
る
教
材
の
提
示
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
い
か
に
し

て
習
得
す
る
の
か
、
に
つ
い
て
は
何
も
提
案
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
A
案
に
そ

っ
た
方
法
論
を
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
フ
リ
ー
ズ
が
『
外
国
語
と

し
て
の
英
語
の
教
授
と
学
習
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
こ
と
に
注
目
せ

ね
ば
な
る
ま
い
。

目
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6
け
一
〇
①
一
昌
叫
①
9
一
9
＝
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円
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胃
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繭
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O
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〇
蓉
8
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①
ヨ
φ
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ぎ
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フ
リ
ー
ズ
は
、
更
に
嘱
．
文
脈
に
は
言
語
文
脈
（
＜
零
げ
巴
自
一
ぎ
α
q
巳
ω
鉱
。
。
。
〒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

8
×
け
）
と
外
界
の
文
脈
（
で
ξ
。
。
凶
8
r
8
9
。
×
け
）
の
二
種
目
る
と
し
、
後
者
に
つ
い

て
は
、
文
脈
の
認
識
（
O
。
暮
①
肇
巴
〇
二
窪
8
二
〇
コ
）
と
い
う
独
立
の
主
題
を
設

け
て
、
重
言
語
間
の
背
後
に
あ
る
生
活
体
験
と
関
連
す
る
「
場
面
」
に
ま
で
及
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

で
論
述
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
A
案
に
基
づ
く
方
法
論
は
、
単
に
場
面
と
分
離
し

た
「
構
造
ド
リ
ル
」
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
　
言
語
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
条
件

　
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
と
ラ
イ
ベ
ル
の
主
張
に
は
、
少
く
と
も
二
つ
の
重
大
な
欠
陥
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
は
、
．
A
案
の
方
法
論
に
対
す
る
認
識
不
足
と
誤
解

で
あ
り
、
こ
の
点
は
先
ほ
ど
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
第
二
に
、
A
案
の
根
底
を

な
す
原
理
に
基
づ
く
方
法
論
は
、
B
案
の
そ
れ
と
は
本
質
的
に
対
立
す
る
と
い
う

誤
っ
た
考
え
方
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
し
の
習
得
過
程
は
し

の
そ
れ
と
本
質
的
に
同
一
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
、
文
脈
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提

案
し
た
が
、
方
法
論
に
関
す
る
限
り
、
A
案
の
原
理
に
対
し
て
本
質
的
に
異
な
る

B
案
の
原
理
が
提
唱
さ
れ
た
場
合
の
よ
う
に
は
ゆ
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

A
案
の
方
法
論
と
本
質
的
に
異
な
る
よ
う
な
、
有
効
な
方
法
論
が
B
案
に
存
在
す

る
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
も
し
生
得
説
に
基
づ
い
て
、
島
習
得
が
L
習
得
と

類
似
し
た
過
程
を
と
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
瓦
習
得
の
場
合
は
資
料
、
教
育
、
訓
練

な
ど
の
質
や
量
を
含
め
た
周
囲
の
環
境
に
支
配
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
し
習
得
に
お
い
て
も
同
様
の
仮
説
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ

て
、
し
習
得
に
は
訓
練
方
法
が
存
在
し
な
い
ば
か
り
か
、
い
か
な
る
訓
練
方
法
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
』
習
得
に
本
質
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
、
と
考
え

ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
皮
肉
に
も
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
と
ラ
イ
ベ
ル
自
身
が

次
の
よ
う
な
主
張
に
よ
っ
て
証
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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①
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ω
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ヨ
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ξ
夢
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目
零
．

日
冨
貯
5
α
q
轟
，
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①
霞
三
留
α
q
o
9
重
げ
＝
圏
ξ
o
剛
9
0
。
・
言
畠
。
火
宅
≡
α
q
雨
垂
巴
ξ
け
舞
①

　
　
　
　
　
　
ω
e

O
”
円
①
O
h
け
ゲ
①
『
①
曾
．

　
「
教
材
が
学
習
者
に
と
っ
て
使
用
可
能
で
あ
る
と
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
」

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
付
録
2
で
示
さ
れ
て
い
る

四
二

よ
う
な
文
脈
的
教
材
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
問
題
は
こ
の
教
材
を
い
か
な
る

方
法
で
教
授
（
あ
る
い
は
学
習
）
す
る
か
、
な
の
で
あ
る
。
こ
の
教
材
だ
け
の
提
示

に
よ
っ
て
、
　
「
あ
と
は
、
学
生
の
言
語
能
力
が
、
じ
ょ
じ
ょ
に
や
っ
て
く
れ
る
」

こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
ら
の
次
の
よ
う
な
主
張
も
あ
る
。

・
：
昌
巳
。
圏
費
一
①
9
コ
㊤
冨
ω
冨
飴
『
謬
巴
ヨ
ω
け
導
8
ω
o
h
圏
土
樽
①
，
q
㊦
ぎ
口
器
・
冨
7
器

ぎ
二
①
霞
5
巴
島
。
ヨ
器
ご
蓋
儒
£
o
り
雪
窪
け
訂
二
h
冨
冨
ω
8
9
3
巴
。
ぎ
唱
，
q
7
ω
g
7

ぎ
9
碧
8
9
冨
三
＝
5
9
5
①
＆
8
冨
奉
　
き
9
ζ
。
・
一
ω
　
9
邑
筑
o
g
轟
＝
N
舞
一
§

伽
ぎ
⊆
＝
7
8
σ
毒
。
三
目
巴
①
隔
。
弓
7
ぎ
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

　
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
言
語
習
得
理
論
に
よ
れ
ば
、
学
習
者
が
あ
る
言
語
を
習
得
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
学
習
者
が
そ
の
言
語
の
文
法
規
則
を
生
成
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
L
．
習
得
の
場
合

の
決
定
的
な
（
自
三
8
ご
　
問
題
は
、
そ
の
文
法
規
則
の
生
成
を
促
進
さ
せ
る
外

的
方
法
が
存
在
す
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
使
用
さ

れ
て
い
る
言
語
の
事
例
を
場
面
の
中
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
可
能

だ
と
す
れ
ば
、
B
案
の
み
に
従
う
限
り
、
二
つ
の
点
に
お
い
て
誤
り
を
お
か
す
こ

と
に
な
る
こ
と
は
す
で
に
明
か
に
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
か
り
に
文
脈
的

ア
プ
ロ
レ
チ
が
効
果
的
な
方
法
だ
と
し
て
も
、
彼
ら
が
批
難
す
る
い
わ
ゆ
る
「
構

造
ド
リ
ル
」
が
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
し
習

得
の
経
験
者
な
ら
誰
で
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
同
様
の
批
判
が
ジ
ャ
コ
ボ
ビ
ッ
ツ
の
主
張
に
対
し
て
も
あ
て
は
ま
る
。
彼
に
よ

れ
ば
、
ω
と
ω
の
発
音
の
区
別
は
日
本
人
に
と
っ
て
混
同
が
予
想
さ
れ
る
領
域
で

あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
は
、
そ
め
学
習
者
が
ω
と
ω
の
区
別
を
最
終
的
に
習
得

す
る
方
法
を
何
ら
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
発
音
の
区
別
は
個
別
的

に
習
得
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
英
語
全
体
に
わ
た
る
音
組
織
が
内
心
化
（
一
5
8
7



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

轟
＝
N
①
）
し
た
と
き
消
失
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
L
習

得
で
問
題
と
な
る
の
は
そ
の
よ
う
な
説
明
よ
り
は
む
し
ろ
い
か
に
し
て
規
則
の
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
ご

系
の
内
的
表
示
（
闇
三
①
冨
巴
器
胃
⑦
ω
〇
三
馨
凶
。
昌
）
を
開
発
す
る
か
、
な
の
で
あ
る
。

彼
は
m
と
ω
の
区
別
は
文
脈
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
内
在
化
す
る
と
考
え
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
マ
；
ク
と
ラ
イ
ベ
ル
の

場
合
と
同
様
の
批
判
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
彼
は
し

習
得
の
有
意
義
な
方
法
と
し
て
次
の
よ
う
な
提
案
を
し
て
い
る
。

芝
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≦
o
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霞
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チ
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①
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凶
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ω
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目
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コ
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窪
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ミ
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げ
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凶
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コ
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h
。
言
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x
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ミ
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窪
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巨
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け
げ
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昌
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老
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＝
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ξ
ζ
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巨
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σ
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冨
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圏
｝

識
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器
夢
實
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｛
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8
α
Q
犀
8
｛
き
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§
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♂
『
9
α
q
昌
冨
品
昌
。
α
q
①
9
8
三
・
。
三
。
戸

　
「
暗
示
的
に
知
ら
れ
て
い
る
規
則
と
関
係
（
ぎ
一
一
2
け
ζ
ざ
。
≦
5
『
巳
①
ω
碧
畠

奉
一
9
二
〇
房
）
」
と
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
例
文
に
お
け
る

文
法
規
則
（
生
成
文
法
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
T
・
プ
ラ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵠
）

ン
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
言
語
能
力
を
定
式
化
し
た
変
形
生
成
文
法

と
言
語
運
用
と
し
て
の
認
識
過
程
の
混
同
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
変
形
生
成
文
法
そ
の
も
の
は
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
あ
る
い
は
、
意
識
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

に
習
得
で
き
る
）
性
質
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
更
に
ま
た
、
ジ
ャ
コ
ボ
ビ
ッ
ツ
は
文
型
練
習
（
冨
穽
①
ヨ
告
ユ
＝
。
自
）
を
排
し
て
、

次
の
よ
う
な
変
形
練
習
（
け
弓
僧
臣
。
口
｛
O
嘱
一
5
9
け
一
〇
昌
9
一
　
㊦
×
①
胃
6
一
ψ
O
o
o
）
を
勧
め
て
い
る
。

一
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暮
9
冨
望
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手
話
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げ
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o
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ω
①
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9
ヨ
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嗣
一
≦
①
冨
、
齢
耳
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ぎ
一
8
湖
山

言
語
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
条
件

唱
9
気
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鴇

　
舞
）

門
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ρ
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暮
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O
ぞ
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コ
芸
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ず
。
け
夢
舞
一
戸
く
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ヨ
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①
ざ
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。
o
ま
。
け
℃
自
蜜
日
望

　
B
案
に
従
う
限
り
、
文
法
能
力
を
進
展
さ
せ
る
有
効
な
方
法
が
存
在
す
る
こ
と

自
体
、
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
か
り
に
そ

の
存
在
を
認
め
る
と
し
て
も
、
こ
の
種
の
練
習
は
、
第
一
に
、
従
来
の
伝
統
的
学

校
文
法
に
よ
る
パ
ラ
フ
レ
イ
ズ
の
練
習
方
法
を
一
歩
も
出
て
い
な
い
ば
か
り
か
、

初
歩
的
レ
ベ
ル
で
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
適
用
し
難
い
高
度
な
も
の
で
あ
る
。
第

二
に
、
こ
の
よ
う
な
練
習
方
法
は
変
形
生
成
文
法
の
応
用
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の

で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
　
「
変
形
」
は
深
層
構
造
を
表
面
構
造
へ
具
元
化
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
表
面
構
造
閤
の
「
変
形
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。　

以
上
の
考
察
か
ら
し
て
、
要
す
る
に
、
A
案
を
全
面
的
に
否
定
し
、
B
案
の
原

理
の
み
に
そ
っ
た
方
法
論
は
受
け
い
れ
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

三
、

外
国
語
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る

条
件
へ
の
提
言

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
A
案
に
対
立
し
て
提
案
さ
れ
た
B
案
は
、

し
の
習
得
過
程
と
方
法
論
に
関
す
る
限
り
、
A
案
に
と
っ
て
代
る
に
値
す
る
ほ
ど

強
力
な
も
の
で
は
な
く
、
特
に
方
法
論
に
お
い
て
は
誤
解
と
矛
盾
を
包
含
し
た
極

め
て
見
劣
り
の
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で

同
時
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
B
案
に
お
け
る
原
理
を
受

け
入
れ
な
い
な
ら
ば
、
A
案
の
方
法
論
は
極
め
て
薄
弱
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
A
案
と
B
案
に
お
け
る
原
理
は

本
質
的
に
対
立
す
る
仮
説
で
あ
る
か
ら
、
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批

判
が
出
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
し
習
得
に
関
す
る
限
り
決
し
て
そ
う

四
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言
語
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
条
件

で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
A
案
の
原
理
を
B
案
の
そ
れ
と
レ
ベ
ル
を
分
離
し
て
、

前
者
の
原
理
を
方
法
論
の
レ
ベ
ル
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
理
と
し
て
は

B
案
を
認
め
、
方
法
論
と
し
て
は
A
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
L
習
得

に
関
す
る
限
り
、
A
案
と
B
案
は
何
ら
矛
盾
を
き
た
さ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
B
案
が
そ
の
原
理
を
そ
の
ま
ま
方
法
論
と
関
連
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
弱
点
を
背
負
う
こ
と
に
な
り
、
逆
に
A
案
に
お
け
る
方
法
論
の
展
開
は
顕
著

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
極
め
て
表
層
的
な
原
理
の
上
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
な
ら
ば
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
に
、
B
案
が
基
本
的
に
言
語

の
深
層
構
造
、
あ
る
い
は
人
間
の
言
語
能
力
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
り
、
A
案
が

表
面
構
造
、
あ
る
い
は
言
語
運
用
と
の
関
連
が
深
い
こ
と
を
裏
づ
け
る
こ
と
に
も

な
る
。
A
案
と
B
案
は
、
一
見
す
べ
て
の
面
で
対
立
し
、
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
が
、
L
習
得
に
関
す
る
限
り
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
相
い
れ
う
る

（
8
目
冨
口
乞
Φ
）
接
点
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
B
案
に
お
け
る
原

理
と
A
案
に
お
け
る
方
法
論
を
以
上
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
た
提
案
こ
そ
、
b
習
得

に
お
け
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
条
件
の
主
要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
　
「
言
語
は
習
慣
の
集
合
で
あ
る
」
と
い
う
仮
説
は
、
原
・

理
と
し
て
で
は
な
く
、
L
習
得
に
お
け
る
方
法
論
の
レ
ベ
ル
に
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
、
従
っ
て
そ
の
習
慣
は
（
B
案
の
原
理
を
受
け
入
れ
た
上
で
）
模
倣
、
練

習
、
般
化
、
強
化
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
干
渉
の
問
題
に
つ
い
て
は
（
そ
の
度
合
の
問
題
は
今
後
の
研
究
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
し
て
も
）
、
こ
れ
が
普
遍
性
と
創
造
性
に
関
連
し
た
深
層

構
造
に
お
い
て
で
は
な
く
、
具
体
的
な
表
面
構
造
に
お
い
て
（
あ
る
い
は
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

に
近
い
と
こ
ろ
で
）
生
じ
う
る
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
、
対
照
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

と
誤
膠
分
析
を
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
穿
っ
た
（
書
く
。
巴
ぎ
。
q
）
　
隔
の
習

得
過
程
の
究
明
と
方
法
論
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
調
和
に
よ
っ
て
L
習
得
に
お
け
る
必
要
に
し
て

四
四

十
分
な
る
条
件
は
完
全
に
満
た
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
昨
年
の
紀
要

の
中
で
、
変
形
生
成
文
法
理
論
は
直
接
に
は
応
用
不
可
能
で
あ
る
が
、
間
接
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
〕

は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
の
最
も
有
望
な
方
法
と
し
て
は
、
変
形
生

成
文
法
理
論
の
定
式
化
さ
れ
た
文
法
規
則
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
理
論
の
洞

察
に
基
づ
く
言
語
事
実
　
（
与
σ
Q
三
。
・
＝
。
｛
竃
厨
）
の
発
見
の
成
果
を
、
何
ら
か
の

形
で
し
習
得
の
方
法
論
の
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

教
師
は
勿
論
、
学
習
者
が
一
言
語
事
実
を
明
示
的
に
　
（
①
砦
＝
。
一
二
網
）
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
、
学
習
の
促
進
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
こ
の
問
題
は
極
め
て
重
要
で
興
味
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
そ
の
究
明
は
将

来
の
課
題
と
し
て
残
し
て
お
き
、
本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。
従
っ

て
、
こ
こ
で
は
こ
の
方
法
論
を
仮
に
「
言
語
事
実
の
認
識
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
し

て
お
く
こ
と
に
と
ど
め
る
。

　
結
論
と
し
て
、
し
習
得
に
対
す
る
必
要
に
し
て
十
分
な
る
条
件
は
次
の
よ
う
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
対
照
分
析
と
誤
認
分
析
に
基
づ
い
て
教
材
を
整
備

し
、
そ
れ
を
A
案
で
す
で
に
提
示
さ
れ
て
い
る
教
授
法
（
構
造
的
、
文
脈
的
ア
プ

ロ
ー
チ
）
と
言
語
事
実
の
認
識
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
学
習
者
を
訓
練
す
る
こ

と
で
あ
る
。
学
習
者
は
、
こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
規
則

の
体
系
の
内
的
表
示
を
開
発
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
』
が
ど
の
よ
う

に
形
成
さ
れ
、
使
用
さ
れ
、
理
解
さ
れ
る
か
と
い
う
言
語
運
用
に
か
か
わ
る
能
力

を
も
能
率
的
に
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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本
稿
で
は
、
教
材
分
析
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